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の実施に至った。

　本研究の目的は、より良い人間関係を形成で
きるようにするとともに、子どもたち一人一人が集
団に埋没することなく、他者と協働しながら自発
的、自治的な学級文化を創造できるような集団
を育成することである。なお、学級活動における
自発的、自治的な活動について「小学校学習指
導要領解説　特別活動編」には以下のように示
されている。

　加えて、脇田（杉田編著、2017）は「学級活
動⑴の活動形態に示された「話合い活動」（学
級会）」、「係活動」、「学級集会活動」を自分た
ちで考え、友達と協力して実践する活動のこと」
と示している。しかし、これらの活動や話合い
の議題が教師から与えられたものである場合、
自発的、自治的な活動になるとは考えにくい。ま
してや、教師が学級を円滑に管理するために補

研究の目的２

　「自発的，自治的な活動」は，「自主的，実
践的」であることに加えて，目的をもって編制
された集団において，児童が自ら課題等を見
いだし，その解決方法・取扱い方法などにつ
いての合意形成を図り，協力して目標を達成
していくものである。

　平成29年に告示された「小学校学習指導要領
解説　特別活動編」では「特別活動は，学級活
動における自発的，自治的な活動を中心として，
学級経営の充実に資するものであり，特別活動
の充実により各教科の『主体的・対話的で深い
学び』が支えられるという関係にもある」と示さ
れている。また、これに対応して「特別活動全
体を通して，自治的能力や主権者として積極的
に社会参画する力を育てることを重視し，学級
や学校の課題を見いだし，よりよく解決するため
話し合って合意形成すること，主体的に組織を
つくり役割分担して協力し合うことの重要性を明
確にした」と指摘されている。これらのことから、
多様な個性をもつ人間関係の中で一人一人が合
意形成に参画したり様 な々役割を担ったり、協働
して楽しく豊かで規律ある生活を築いたりしよう
とする特別活動を核とした学級活動は、やがて
未来を担う子どもたちにとって確かな力になって
いくと考えられる。
　担任した小学５年生では、人間関係が固定化
し、他者とかかわることに抵抗を示す姿が見られ
た。また、相手の存在を否定する言葉や、一方
的に罵倒する言葉が日常的に飛び交っていた。
そこで、子どもたちが他者と協働する良さを見い
だし、自発的、自治的に学級の文化を創造する
ことができるようになってほしいと願い、本研究

研究の背景１
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助的な意味合いとして係活動や当番活動を設定
することや、活動が一部の児童に偏ってしまうも
のであっては学級経営の充実には到底つながら
ないと考えられる。そこで、子どもたちが見通し
をもてるよう、学級活動年間計画を作成し、共
有する時間を設けた（表１）。なお、作成にあたっ
ては、国立教育政策研究所（2019）による「み
んなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活
動（小学校編）」を参考にした。

（1）�「目指す姿の設定」（学級活動オリエンテー
ションから学級目標の設定まで）

　新年度、新しい学年に進級した子どもたちは
５年生という学年に期待と不安を抱いていた。理
由を問うと、「新しい仲間たちとうまく付き合って
いけるか心配」「クラス替えをきっかけに、仲良
しの友達と離れてしまって残念」など、主に友人
関係や対人関係上の問題に不安を抱く姿が見ら
れた。そこで、４月から５月は、表１で示した年

研究の実際３

間計画をもとにした学級活動のオリエンテーショ
ンと併せて、題材「５年生になって」の学習を行
い、１年間の希望と見通しをもてるようにした。
具体的な指導手順は表２の通りである。
　話合いでは自身が不安に感じていることを伝え
合う中で、「友人関係に不安を感じているのは自
分だけじゃなかった」「みんなも同じなんだ」と安
心する様子が見られた。そして、理想の学級像
への見通しがもてるようになると、子どもたちのほ
うから「理想の姿に近づくために学級目標をつく
りたい」と声があがったため、全員に確認を取っ
た上で学級目標作成を試みた。学級目標作成の
手順を表３に示す。
　学級目標作成にあたっては、まず目標をつくる
価値や、目標を通してどのように成長していって
ほしいのかという教師の願いを伝えた。その上で、
自分たちの理想とする学級像を実現するためには
どのような目標をつくるとよいか考える時間を設
けた。すぐに自分の思いや願いを決定することは
せずに、その日は保護者と相談しながら自分なり
の目標を決定し、短冊状に切った画用紙に書い

表１　５年A組　学級活動年間指導計画（筆者作成）

月 学級づくりのステップ 主な特別活動

一
学
期

４月 〇第１ステップ
【教師主導期】

教師の主導のもと、児
童が望ましい集団活動
を経験できるようにす
る

学級活動⑶ 「５年生になって」
学級活動⑴ 学級目標の設定
学級内の組織づくり（学級活動）
係活動・当番活動・委員会活動の開始
学級活動⑵イ、ウ　SNSの使い方
学級活動⑴ １学期の振り返り
宿泊学習（学校行事）

・�学級生活上のルールと学級の組織
づくりを行い、集団形成の土台づく
りを行う
・�学級や学校全体の目標を達成する
ための活動を分担し合って取り組む
・�学級目標が達成されているかどうか
について振り返る

５月

６月

７月

二
学
期

９月 〇第２ステップ
【児童の自主活動への
移行期】

児童の多くが集団活動
に慣れ、自主的に活動
を進めることができる

学級活動⑴ 夏休み発表会をしよう
学級活動⑴ 係活動をパワーアップ
運動会（学校行事）
学級活動⑶ウ　自主学習の工夫
全校駆け足（学校行事）
学級活動⑵ウ　病気の予防
学級活動⑴ ２学期の振り返り

・�練習や本番の取り組みを通して、学
級集団の一員であることを自覚し、
所属感を高める
・�異年齢集団で学校行事に取り組む
中で、高学年としての自覚や責任感
をもてるようにする
・�学級目標が達成されているかどうか
について振り返る

10月

11月

12月

三
学
期

１月 〇第３ステップ
【児童の自治的活動期】

児童が生活の中で課題
を見つけ、自主的な取
り組みを計画・実行す
ることができる

学習発表会（学校行事）
学級活動⑴ ５年A組カルタを作ろう
学級活動⑴ 学級目標の振り返り
学級活動⑶ もうすぐ6年生
学級活動⑴ １年間の振り返り
学級活動⑴ お別れ会をしよう

・�１年の学びを振り返りながら、その
学びを発信する活動を通して、児童
間の信頼関係をより強固なものとす
るとともに、自身の成長に気づける
ようにする
・�学級目標が達成されているかどうか
について、１年間を通して振り返る

２月

３月

学
級
活
動
（
学
級
会
、
当
番
活
動
、
係
活
動
）
の
定
常
的
実
施
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てくるよう促した。
　翌日、子どもたちが作成してきた短冊を黒板に
貼り出した。学級の人数分の34個の意見が集ま
り、出された意見の中で同じような意味をもつ目
標も見られた。そこで、類似した意見をKJ法の
要領でまとめていき、目標が具体的かつ達成可
能なものであるか吟味していった。ここで大切な
のは、「保護者の思いや願いも短冊に書かれた意
見に反映されている」という共通理解を図ること
である。例えば「困ったときには友達と力を合わ
せる」と「授業ではみんなで協力して解決する」
というように類似した目標であっても、その文言
の根底にある思いは異なる場合がある。そこで、
分類作業に入る前には「意味が似ているからと
いって安易にまとめるのではなく、互いに話し合っ
て、双方の合意が得られたらまとめるようにする
こと」を伝えた。その結果、①だれとでも仲良く、
②学級や学校を盛り上げる、③みんなに親切に
する、④下級生を助ける、⑤力を合わせる、の
５つの意見に集約され、最終的にこれらの５つ
をまとめて「学校のスーパーヒーローになる」とい
う目標設定がなされた（図１）。

（2）�「学級活動のシステム化」（学級会、当番活
動、認め合い活動を柱として）

　６月〜７月になると、子どもたちによる提案で
学級に議題箱が設置され、クラスや学級活動の
中で生じた課題を集約し、学級会で話し合うと
いうことが日常化してきた。学級会を行う際には
宮川（2012）や国立教育政策研究所（前掲）を
もとに「出し合う」「くらベ合う」「まとめる」の３
段階討議法を基本形として子どもたちの力で話
合い活動が進められるようにした。また、学級
会導入期には、杉田（2013）によって示されてい
る「学級活動（２）を成功させる８つのポイント」
を意識し、子どもたちにも共有していくことで、
最初は教師主導で進めていたが、次第に子ども
たちだけでも運営できるようにした（表４）。
　評価や学級活動の振り返りに関しては、学級
会やその他の学級活動とも一貫性を意識できるよ
う国立教育政策研究所（2020）による「「指導と

表２　題材「５年生になって」実施手順と方法

表３　学級目標の作成手順

順 具体的な手順と留意事項
１ 児童・保護者・教師の理想像や願いを共有する
２ 個々に持ち寄った目標を分類し、より具体的な目標へとブラッシュアップする
３ 学級目標の達成に向けて学級会を実施し、個人目標を設定するとともに行動を促す
４ 具体的な行動や目標の達成状況について定期的に振り返る

順 授業の展開
１ アンケート調査をもとに「どのような５年生になりたいか（理想像）」について話し合う
２ 担任の考える理想の姿や願いを伝え、全力で応援することを約束する
３ 楽しく豊かな学級をつくっていくために「理想の学級・学校生活」について話し合う
４ 話合いで決まったことをまとめて提示する

５ 課題になることについては、全員で話し合って解決できるようになってほしいという願いを伝え、そのため
の方法として学級会という手法があることを伝える（学級会の紹介）

６ １〜５を踏まえ、子どもたち一人一人が具体的な行動目標を設定する

図１　作成された学級目標
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評価の一体化」のための学習評価に関する参考
資料」に依拠して、図２のような学習カードを活
用して定期的に振り返りを蓄積していった。
　また、学級活動（１）の当番活動については、
これまでの自身の取り組みを振り返ると「活動を
行う人が限定されてしまう」「当番活動と係活動
が混同してしまう」「子どもの自主性を尊重する
係活動とは異なり、当番活動は教師発信のやら
され活動に終始していた」などの反省がある。つ

まり、杉田（2009）による「自らのよさを積極的
に発揮し、自分たちの創意工夫によって、楽しい
生活をつくり出していこう」という活動には程遠
いものであった。そこで、当番活動を決めていく
際には「学級にとって必要であり、友達のために
なり自分が続けられる仕事」というテーマを設定
し、複数人でまとまって活動をする当番活動では
なく、図３のように自分で考えた仕事を１人１つも
てるようにした。
　学級では「１人１役」と名づけられた当番活
動であるが、例えばA児とB児が同じ仕事を選択
する場合もある。そのような時は、互いに話し合
い、協力し合ったり譲り合ったりするように促し
た。また、配付係や整頓係のように活動内容が
多かったり活動範囲が広かったりする場合、１人

表４　学級会の進め方（杉田、2013をもとに）

順 具体的な手順と留意事項
１ 何を指導したいのかをはっきりさせる（扱う題材のどこを指導するのかおさえる）
２ 児童（学級）の実態をしっかりつかむ（問題はどの程度で、どこで起きているのか）
３ 指導したいねらい・目指す姿（学級像）を学級の実態に応じてはっきりさせる
４ 中心となる問題点・指導展開の方法をはっきりさせる（３段階討議法）
５ 展開終末には自己決定の内容を明確にする（何を、どのように具体的に決めさせる）
６ 適切な資料を選ぶ（いつ・どこで・なんのためにを明確にする）
７ 自己決定の時間を十分にとる（実際に実践できるような具体的な方法を決める）
８ 事後指導・発展指導を重視する（他教科や児童会活動、学校行事との関連性を意識する）

図３　下駄箱整頓係を選択した児童図２　学習カードと活用上の留意点

 

１ 今日の授業でわかったこと 

 

 

 

 

 

２ ぼく・わたしがきめた目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の活動をふりかえろう（よくできた◎ できた〇 次はばんばろう△） 
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４ 活動をして思ったことをかきましょう 

 

 

 

 

 

 

 

５ 先生からのコメント 

 

「当番活動をパワーアップしよう！」  

５年  組 名前                    

 

【何を・どのように】 

 

 

【目標をパワーアップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の様子を加味しながら、児童の自己評価をもとに取り組みを価値づけ、指導に生かす 

取り組みを振り返り、次の学習に生かそうとしているかを見取る 

教師がコメントや朱書きを通して肯定的にフィードバックしていくことで，自身

の取り組みを振り返るとともに，次なる活動への見通しがもてるようにする 

【知識・技能】 
 

【思考・判断・表現】 

自己の取り組みを振り返り目標達成に向けての手立てを再度考える機会を設ける 

【主体的態度】 

教師からの肯定的なフィードバック 
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で仕事をこなすことが困難な場合もある。そこで、
朝の会や帰りの会の中の「当番からの連絡コー
ナー」で手伝いを募集することで協力できる体制
をとった。なお、当番活動「１人１役」を組織す
る手順については以下に示す（表５）。
　当番活動「１人１役」を通して、活動を自己選
択することによって、生活日記などに「自分も学
級の一員として活躍できている」「だれかの役に
立てうれしい」のように所属感や貢献感を得てい
ることが見て取れる記述が増えていった。また、
自分の仕事を１人で抱え込むのではなく、友達に
助けを求めることで、自然な協働が生まれるきっ
かけとなった。しかし、この活動方法は、個人で
役割を自己決定できるメリットはあるものの、「窓
を開ける」や「教室の電気をつける」のように、
単純な活動を選択した児童にとっては個業化して
しまうこともあった。そこで、子どもたちが「自分
もやればできる」「がんばってよかった」などの自
己効力感をもてるようにするために、国立教育政
策研究所（前掲）による「学級活動（２）事後指
導で目標実現への意欲を高めるためには？」を
参考にした認め合い活動を取り入れた。
　具体的には、月に１度、「お世話になっている
人」や「学級のためにがんばっている友達」のよ
うなテーマを設定し、葉っぱの形をした画用紙に
メッセージを書いて渡せるようにした。この活動
は学級で「ありがとうリーフ」と名づけられ、月
に１度の振り返りの時間に限定することなく、画
用紙を当番活動コーナーに用意しておくことに

よって、個々の努力を互いに認め合う機会や頻
度を増やせるようにしていった。なお、ここまで
は主に１学期に行った取り組みを中心に述べてき
たが、この年に取り組んだ学級会、当番活動「１
人１役」、認め合い活動「ありがとうリーフ」の３
つの実践は、学級のシステムが定着した２学期
以降にも学級づくり３本柱として発展していった。

（3）�「自主的な学級活動への移行期」（教師と子
どもによる学級文化の共創を意識して）

　２学期になると、活動が停滞することもあり、
これまで続けていた活動に対する課題も表出す
るようになった。例えば、学級会については「話
し合う人が一部の人に偏ってしまう」「みんなの
意見を生かせるような学級会にしたい」という声
があがった。そこで、子どもたちが多様な意見を
もつことができるように、事前の活動として杉田

（前掲、2013）を参考にワードダイヤモンド法を
活用することによって、提案理由の中から考える
視点を書き出し、発言ができなかったとしても自
身の考えを意思表示したり整理したりできるよう
にした（図４）。また、学級会の議題によってはア
イディアが出ずに話合いが停滞してしまうことも
あった。そこで、生成AI「Chat…GPT」にプロン
プトを入力して得られた回答を参考にすることで
話し合い、活性化を図った。
　さらには、子どもたちならではのアイディアも学
級会に取り入れられるようになった。例えば、図

５のように、学級会で司会を務めた子どもたちは、

表５　当番活動「１人１役」の組織手順（杉田、2013・国立教育政策研究所、2019をもとに）

順 具体的な手順と留意事項
１ 当番活動の意味や価値を伝え、前年度に行った活動の内容を子どもたちと共有する
２ 当番活動と係活動の違いを確認する
３ 学級内にどんな係があるとよいか「活動探し」を行う（全体の話合い活動）
４ 全体の話合いで出た意見をもとに自分の役割を決める（原則、全員が１つ役割をもつ）
５ 当番活動コーナーをつくる（子どもたちが活動する際に必要となるものをまとめておく）
６ 自分の役割名を決めて、活動計画案を作成し、ポスターにする

７ 朝の会や帰りの会の時間を使って定期的に活動を振り返り、自身の取り組みを図２の学習カードにまとめ
たり、必要に応じて友達からアドバイスをもらったりする
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タブレット端末のコラボレーションアプリに座席
表を表示し、全員が意見を入力できたところで話
し合えるようにしたり、話合いの中で意見が複数
に分かれてしまうような時には図６のように思考
ツール「Yチャート」を端末上に表示し、自身の
考えの立ち位置を可視化して話し合う中で合意
形成を図ったりする姿も見られた。このように、
４月当初に教師が示した学級会の実施手順（表

４）に加えて、子どもたちによる柔軟なアイディア
が取り入れられたことで、議題について深く考え、
一人一人の子どもが理由を明確にした意見をもっ
て自発的に話し合う姿が見られた。
　当番活動「１人１役」についても、課題が浮
き彫りになった。例えば、「僕の選んだ落とし物
係は、活動の機会が少ないからもっと仕事がした
いです」「似た仕事の取り合いで、喧嘩みたいに
なることがあります」のような問題点が出された。
そこで「困ったことがたくさんあるみたいだけどど
うしたらいいと思いますか？」と教師から声をか
けると、「みんなで話し合って解決したい」「学級
会を開きたい」と声があがったため、「１人１役を
パワーアップさせよう」という議題設定の下、話
合いが行われた。その話合い活動では、「係の
人数が少なかったり困ったりしている人がいたら
もっとみんなで声をかける」「仕事量が少ない人
は、クラスのためになる新しい仕事を見つけて増
やす」の２点に集約された。また、この活動形
態は、自分で活動を調整していくものであるため
人によって役割の数が変動することを予想した子
が「１人１役っていう名前は変だよね」と述べ、
改めて当番活動「１人〇役」へと名前が変更さ

れることとなった。
　この「１人〇役」とは、１学期に実施した「１
人１役」を発展させたものであり、活動を１つに
絞ることなく、よりよい学級にしていくために気づ
いたことがあれば必要に応じて自身の当番活動
を増やしていけるようにするものである。そして、
この当番活動「１人〇役」をきっかけに子どもた
ちの活動や協働の幅が広がったことによって、認
め合い活動「ありがとうリーフ」についても成長
が見られた。具体的には、子どもたちによる「あ
りがとうリーフをもっとたくさんの人に渡したい」

「みんなのよさが認められる活動だからこそ、もっ
と広げていきたい」という願いのもと、図７のよう
に認め合い活動の中でもらったありがとうリーフ
を教室背面に掲示し、木の葉のように広げようと
いう活動に発展した。
　なお、認め合い活動「ありがとうリーフ」から
発展させたこの活動は学級内で「ありがとうの木」
と名づけられ、自治的、自発的な活動に取り組

図５　端末を活用する司会の児童

図４　ワードダイヤモンド法

図６　端末による意見の視覚化

痛くないようにしたい

何チームかで対抗戦

ボールに当たらないようにし
ながら相手のお宝をとる
「お宝ドッジボール」

人じゃなくてものにあてる

アメリカンドッジボールポイント制にする

スポンジボールを使う

当てる楽しさ 勝負のわかりやすさ
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む中で、互いのよさや個性、多様な考えを認め
合う活動へと発展していった。そして、１学期は
教師による指導助言が相対的に多かったものの、
２学期には教師と子どもたちとで学級の文化を共
創していくイメージの共通理解を図っていったこ
とによって、子どもたち主体の自発的、自治的な
活動の頻度が増えていった。

（4）�「児童主体の自治的活動期」（自治的、自発
的な活動を通して自治的な集団を目指す）

　３学期になると、学級における生活上の課題
を見いだして議題設定し、解決するために合意
形成を図ったり、意思決定したりすることや、話
合いを通して他者の様々な意見に触れ、課題に
ついて多面的・多角的に考えたりする姿が見られ
るようになった。一方で、人間関係が良好になり、
学級集団としてまとまっていくにつれて「クラス替
えをしたくない」「ずっとこのままがいい」というよ
うに６年生に進級することに不安に感じているこ
とが見て取れる発言が多くなってきた。実際に、
学級会の議題箱にも図８のように６年生に向けて
不安に感じていることを示唆した提案用紙が見
られた。

　そこで、国立教育政策研究所（前掲）による「学
級活動（２）事後指導で目標実現への意欲を高
めるためには？」と「将来を見通し、なりたい自

図８　児童による議題提案用紙

分に向けて努力する学級活動（３）」を参考にし
て「なりたい６年生像について考えよう」を議題
として話し合う時間を設けた。話合いでは、４月
に設定した目指す姿に立ち返りながら「５年生で
の学びを生かして学校のリーダーとして全校を支
えられるようになりたい」「個人としても学年とし
ても成長していきたい」のように、５年生として
過ごした１年間を振り返りながら「なりたい自分
像」を模索できるようにした。また、「ここまで
成長できたのは自分だけの力ではなく友達の存
在があったから」「そんな仲間と来年も成長する
ために残された３か月間をもっと大切にしたい」
と、共に高め合った仲間たちに感謝をしながら５
年生としてできることをして、最後まで成長してい
こうという結末になった。
　この話合い後、子どもたちが最初に取り組んだ
活動が「当番活動『１人〇役』を『１人０（ゼロ）
役』にしよう」というものであった。これまでは、
教師が提案する「当番活動」という枠組みの中
で活動を行ってきたが、これからは学級内にお
ける当番活動の制度そのものを無くして、気づい
た人が学級のためにアクションを起こしていこう
という案が提案された。当然、話合いの中では
「係を無くすことはうまくいかないのではないか」
「係が無くなることでうまくいかないことも出てく
ると思う」という心配意見も出たが、「これまで
以上に互いに声をかけ合って協力すればできると
思う」「まずは１週間お試し期間にして挑戦して
から継続するかどうか考えるのもいいかもしれな
いよ」「来年はみんなが学校のリーダーになるの
だから、ここでリーダーシップをとる練習をしてみ
るのもいい経験になると思う」と、ポジティブに
合意形成を図ろうとする姿が見られた。
　これらを踏まえて、当番活動「１人０（ゼロ）役」
のお試し期間を設けることになった。教師は見守
る姿勢を取っていたが、落とし物が落ちていたら
拾った人が声をかける姿や、朝の会では「今日
の休み時間にみんなでクイズ大会をやろうと思い
ますが、どう思いますか」のようにレクリエーショ
ン係としての役割を果たす児童の姿が自然発生

図７　子どもたちによって作成された「ありがとうの木」
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的に見られた（図９）。このように、リーダーシッ
プを発揮する児童が、その場に応じて交代する
ようになり、できるだけ多くの児童がリーダーとし
て影響力を発揮しようと切磋琢磨する姿が見ら
れた。また、中には学級目標の「学校のスーパー
ヒーローになる」と関連させて「みんながみんな
のスーパーヒーローになれている」と振り返りに
記述する姿も見られた。

　一方で、この学級目標「学校のスーパーヒー
ローになる」について２月に振り返りを行った際
には、「学級のスーパーヒーローは増えてきたけど、
学校のスーパーヒーローにはまだなれていない」
と振り返る姿が見られた。そこで、学校に向けて
何かできないか相談する時間を設けたところ、認
め合い活動「ありがとうの木」での取り組みを学
級から学校に広げて「これから卒業する６年生に
ありがとうの思いを卒業証書にして届けよう」と
いう結論になった。また、この卒業証書を作成
するにあたり、何を証書に書き込むか学級会で
話し合う時間を設けた。その結果「６年生全員
のよさを学校中の児童や先生たちにインタビュー
してまとめたものを書き込む」「ありがとうの文字
が入った消しゴムハンコを作成して押印する」「学
校のキャラクターを入れる」「筆ペンを使って作成
する」などの意見に集約された。その後は、学
校行事「６年生を送る会」や「卒業式」に向け
た準備を進めながら、ありがとうリーフをモチー

図９　クイズ大会を行う児童たち

フにした卒業証書をサプライズで作成し、完成し
た卒業証書は無事に「６年生を送る会」で渡さ
れた（図10）。このように、１学期は教師が枠組
みを示した３つの活動であったが、学級集団が
成熟していくにつれて、自分たちでよりよいものに
していこうと、その枠組みを自分たちで広げてい
こうとする姿が見られた。そして、学級集団の成
熟に伴って、自分たちの活動が、個人から学級、
学級から学校へと広がりを見せていった。
　図11は全ての活動を終えた後に書かれた振り
返りである。振り返りには「みんなではなしあっ
たりする中で、うまくいかないことがあっても、
かいけつできるのがぼくらのクラスのよさだと思い
ます」と、学級内で起こったことは、全員で話し
合って解決をするという自発的、自治的な学級文
化が根づいている様子や、学級への支持的な風
土が醸成されていることが見て取れる記述が確
認された。また、振り返り後段には６年生を送る
会が成功したことを踏まえて「先生の力にたよら
なくてもぼくたちの力をあわせればなんでもでき

図10　 ありがとうリーフをもとに作成した卒業証書
を渡す姿

図11　６年生を送る会後に書かれた振り返り
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るんだということがよくわかりました」と学級が自
治的な集団へと成熟していることを実感している
様子が見て取れる記述が見られた。

　本研究の目的は、よりよい人間関係を形成で
きるようにするとともに、子どもたち一人一人が集
団に埋没することなく、他者と協働しながら自治
的、自発的な学級文化を創造できるような集団
を育成することであった。そこで、教育力のある
集団として高い共同体感覚が育まれている学級
集団であると指摘する会沢・岩井（2014）や、
自治的集団育成に関して、児童の主体性を引き
出し、共同体感覚向上を促進する教師の指導行
動に言及した荒巻・赤坂（2017）の研究に依拠
して、高坂（2014）による「小学生版共同体感
覚尺度」と浅井（2009）による「主体性尺度」

結果と考察４

を用いて学級状況の変容を測定した（表６）。
　逆転項目を修正した後、6月と12月に得られた
データをもとに対応のあるt検定を行った。有効
回答数は、学級全員の34名であった。６月から
12月の間に「小学生版共同体感覚尺度」と「主
体性尺度」において、有意な正の変容が認めら
れた。これらの結果をもとに本研究で得られた
成果を考察していく。
　成果の第一は、表１の学級活動年間指導計画
を作成し、教師が１年間を見通した学級像や子
どもの姿を明確なものにするとともに、先行研究
をもとに実施した学級会や当番活動、認め合い
活動などの学級活動におけるオリエンテーション
に時間をかけたことである。このオリエンテーショ
ンが、多様な他者と協働する様々な集団活動の
意義や活動を行う上で必要となることについて理
解し、行動の仕方を身につけるきっかけになって
いったと考える。そして、変容したのは子どもた

表６　各尺度の結果

n＝34 ６月 12月 t 値

小学生版共同体感覚尺度

貢献感
MEAN 4.54 4.71

4.48*
SD 0.42 0.31

所属感・信頼感
MEAN 4.16 4.41

4.99*
SD 0.69 0.75

自己受容
MEAN 3.35 3.55

5.20*
SD 0.52 0.37

主体性尺度

積極的な行動
MEAN 4.61 4.78

11.59**
SD 0.21 0.17

自己決定力
MEAN 4.53 4.83

8.64**
SD 0.47 0.36

自己を方向付けるもの
MEAN 4.09 4.34

2.43*
SD 0.79 0.67

好奇心
MEAN 3.92 4.23

3.03**
SD 0.81 0.76

自己表現
MEAN 4.31 4.62

2.47*
SD 0.82 0.54

… +p＜.10　＊p＜.05　＊＊p＜.01
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ちだけでなく教師も同様である。「子どもたちを
律する指導から、子どもたちと共に創る活動」へ
の指導観を意識できたことが、よりよい学級・学
校生活や人間関係の構築につながっていったと
考えられる。
　成果の第二は、３つの柱となった学級活動の
関連性を意識できた点である。本研究で取り上
げた学級会や当番活動、認め合い活動は、一つ
一つの活動に目を向けてみると「点」の活動であ
るが、その「点」と「点」の関連性を意識してい
くことによって、「線」になっていったと考える。
そして、つながりを見せた３つの活動は、学級づ
くりのシステムとなり、集団や自己の生活、人間
関係の課題を見いだし、解決するために話し合
い、合意形成を図ったり、意思決定したりする
機会の増加につながったと考える。また、これら
の実践を繰り返していくうちに、子どもたちによ
る自治的、自発的な集団活動になり、自分たち
の思いや願いを実現するための行動化を促した
と考えられる。

　本研究を通して柱となっていた学級会、当番
活動、認め合い活動の３つの「点」としての活
動が「線」としてつながっていったことによって子
どもたちによる自治的、自発的に学級の文化を創
り上げていこうという姿が見られるようになって
いったが、これらの活動が、学級活動や学校行
事のみに留まってしまっていたことが課題である。
実際に、「学習指導要領第６章の第３の１の（２）」
では以下のように示されている。

　各学校においては特別活動の全体計画や各
活動及び学校行事の年間指導計画を作成する
こと。その際，学校の創意工夫を生かし，学
級や学校，地域の実態，児童の発達の段階な
どを考慮するとともに，第２に示す内容相互及
び各教科，道徳科，外国語活動，総合的な
学習の時間などの指導との関連を図り，児童

今後の課題５

による自主的，実践的な活動が助長されるよう
にすること。また，家庭や地域の人 と々の連携，
社会教育施設等の活用などを工夫すること。

　よって、今後は関連性のある複数の学級活動
を「線」としてつなぐだけでなく、それらの学び
を教科場面や家庭、地域の人 と々の連携を意識
したカリキュラム・マネジメントの在り方を模索し
て、「線」と「線」をつないで「面」にしてより教
育的効果の最大化を目指していくことが必要であ
る。

　「６年生になっても新たな仲間たちとこの学校
を支えていきたい」という思いを高めた子どもた
ち。４月当初は人間関係が固定化し、他者とか
かわることに抵抗を示す姿が見られ、相手の存
在を否定する言葉や、一方的に罵倒する言葉が
日常的に飛び交っていた学級であったが、本実
践を通して大きく変容を見せた。そして、その集
大成は子どもたちと過ごした最後の日に見られ
た。
　最終日の帰りの会、担任から通知表を渡し、
６年生でも本年度の学びを生かして学校を支え
ていってほしいという思いを伝え、最後の挨拶を
しようとした際、学級委員の合図で「ちょっと待っ
たー！」と声がかかった。担任が驚いていると、
代表の子どもたちが担任のためにサプライズで作
成した通知表を渡してくれた（図12）。通知表の
内容を確認すると、１年間の授業を教科ごとに
「面白さ・楽しさ・分かりやすさ」の３観点（A・
B・C）で評価されていた。そして、ほとんどの教
科が最も高い「A」という判定であったが、学級
活動は「C」判定であった。子どもたちにその理
由を尋ねると、「先生の授業はいつもわかりやす
くておもしろいからA判定」「学級活動について
は最初、先生が色 と々教えてくれたけど、今は全
部自分たちが中心になって進められるようになっ

おわりに６
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たからC判定だよ」と笑顔で話した。これらの発
言から、子どもたちが自治的、自発的な集団とし
てまとまっていったのだということを確信した。
　杉田（前掲、2013）は「今、いじめ問題への
過度な反応から、人間関係などの諸問題につい
て大人が即時介入したり、問題が起きる前に手
を出してしまったりという指導が多くみられる」と
指摘した上で、本音も言わず、争いもせず、批
判もし合わない表面的な仲良し集団も多いとまと
めている。実際に、小・中・高・特別支援学校
における児童生徒のいじめ認知件数や不登校の
児童生徒数に関して共に過去最多数を更新して
いることが 報 告されているが（ 文 部 科 学 省、
2023）、いじめ予防の役割を担うたくましい集団
を育てるためには、子どもたちの力を信じて任せ
ることが大切であるということを、子どもたちの姿
から学んだ実践となった。これからの共生社会
の担い手となる子どもたちが実社会に出ても生き
て働く本物の資質・能力を身に付けるためには、
本音で話し合い、ぶつかり合い、張り合う人間
と人間関係の中で問題を解決することのできる
特別活動や学級活動だからこそ実現するのだと
いうことを心得て、今後も研究や実践を続けてい
きたい。
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心理学研究、第86巻 6 輯、pp.…596-604、2014.

・…浅海健一郎「子どもの主体性と適応感の関係
に関する縦断的研究」九州大学心理学研究、
第10巻、pp.…217-223、2009.

［注］…学習指導要領・解説では「自発的、自治的」とし

ているが、本研究では自治的能力の育成を重視し

たことから、「自治的、自発的」とした。

図12　子どもたちによる担任への通知表




